
北九州工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 比較地理学特論（後期）
科目基礎情報
科目番号 0081 科目区分 一般 / 選択
授業形態 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学科（共通科目） 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 川浪 朋恵
到達目標
・地図を用いるための基礎的な知識を得る。
・目的に応じた地図を選択・作成することができる。
・地図や統計など各種資料を比較検討することで、地域の特徴とその変容を自分の言葉で説明することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地図を用いるための基礎的な知識
を説明できる。

地図を用いるための基礎的な知識
を得る。

地図を用いるための基礎的な知識
を得られない。

評価項目2 目的に応じた地図を選択・作成す
ることができる。

目的に応じた地図を作成すること
ができる。

目的に応じた地図を選択・作成す
ることができない。

評価項目3
地図や統計など各種資料を比較検
討することで、地域の特徴とその
変容を自分の言葉で説明すること
ができる。

地図や統計など各種資料を比較検
討することで、地域の特徴とその
変容を説明することができる。

地図や統計など各種資料を比較検
討することで、地域の特徴とその
変容を自分の言葉で説明すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 E① 歴史・文化・国語・外国語を学び、コミュニケーションするための基礎的な教養を身に付ける。
教育方法等

概要

地図とは、地球表面の一部または全部の状況を、縮小・記号化し、平面上に表現したものである。地図は、距離、角度
、方位、面積が正しいことを条件とするが、いずれも正確なものは地球儀のみである。そのため地図は、目的に応じて
何らかの歪みを許容しつつ、作成され、作成者の意図や世界観が大いに反映されている。
日本では、明治期以降、陸軍参謀本部陸地測量部や国土交通省国土地理院によって、全国でさまざまな縮尺の地
図が整備・修正されてきた。そのため、地図を時代ごとに比較すると、土地の変化、土地利用の状況、街並みの変
化などを多くの情報を読み取ることができる。

この授業は、こうした地図を用いるための基礎的な知識の獲得と技術の習得を目指すものである。

授業の進め方・方法

◯中間試験までの前半
・地図を用いるための基礎的な知識・技術を習得し、オリジナルの地図を作成することを目指す。
・基本的にスライドを用いて授業を進めるが、適宜プリントや資料を配布する。
・各回に、授業内容の理解度を確認するための課題を課す。

◯中間試験以降の後半
・任意の調査地域・テーマを設定し、地図をはじめとした資料を用いて、グループに分かれて考察し、発表、レポート
作成を行う。

注意点 ・講義中の質問や活発な議論は歓迎する。
・周りの人間に迷惑のかかる行為（私語など）は慎むこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 地図の歴史
古い地図を比較することで、先人の世界の捉え方を理
解し、地図の変容とその背景について説明することが
できる。

2週 地図の表現 統計地図の種類とその違いについて理解し、目的に応
じて使い分けることができる。

3週 計測・立体視 自分の身体や道具を使って、長さの計測や立体視をす
ることができる。

4週 地図を読む 地形図のルールを復習し、適切に地図の情報を読み取
ることができる。

5週 旧版地形図
身近な地域の旧版地形図を手に入れ、異なる年代のも
のを比較して土地利用の変化を考察することができる
。

6週 土地利用図 具体的な例を基に、地理情報システムの仕組みやその
技術を説明することができる。

7週 webGIS 地理情報システムの仕組みやその技術を理解し、オリ
ジナルの地図を作ることできる。

8週 中間試験

4thQ

9週 テーマ設定 グループ内で話し合い、テーマを設定することができ
る。

10週 グループ討議（１） グループ内で情報共有し、考察することができる。
11週 グループ討議（２） グループ内で討論し、考察することができる。

12週 グループ討議（３） グループ内で討論し、発表資料を作成することができ
る。

13週 発表（１） グループ内での討議内容を発表することができる。
14週 発表（２） グループ内での討議内容を発表することができる。



15週 レポート作成 レポートを作成することができる。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学

国語 国語

実用的な文章(手紙・メール)を、相手や目的に応じた体裁や語句
を用いて作成できる。 3 後10,後15

報告・論文の目的に応じて、印刷物、インターネットから適切な
情報を収集できる。 3 後10,後15

収集した情報を分析し、目的に応じて整理できる。 3 後10,後15
報告・論文を、整理した情報を基にして、主張が効果的に伝わる
ように論理の構成や展開を工夫し、作成することができる。 3 後10

作成した報告・論文の内容および自分の思いや考えを、的確に口
頭発表することができる。 3 後13

課題に応じ、根拠に基づいて議論できる。 3 後13,後15
相手の立場や考えを尊重しつつ、議論を通して集団としての思い
や考えをまとめることができる。 3 後13,後15

新たな発想や他者の視点の理解に努め、自分の思いや考えを整理
するための手法を実践できる。 3 後13

社会

地理歴史的
分野

民族、宗教、生活文化の多様性を理解し、異なる文化・社会が共
存することの重要性について考察できる。 3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3 後15

評価割合
試験 演習・レポート 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 40 60 100


